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4 月1 日 開 設

ゆう あ い の 郷 六月
● 特別養護老人ホーム六月

● ケアハウス六月

● 高齢者在宅サービ スセンター六月

● 在宅介護支援センター六月

● 六月ボランティアセンター

区
で
は
「
地
域
保
健
福
祉
計
画
」に
基
づ
い
て
、
六
月
一
丁
目
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。こ
の
た
び
施
般
が
完
成
し

ま
し
た
。こ
の
施
設
に
は
、ほ
か
に
ケ
ア
ハ
ウ
ス
(
軽
S
老
人
ホ
ー
ム
)
、高

齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ポ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。施
設
の
愛
称
は
「
ゆ
う
あ
い
の
郷

六
月
」。
地
奴
に
親
し
ま
れ
る
施
設
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

区
立
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は

「
さ
の
」「
!

に
続
く
I
カ
所
目
(
民
設

を
含
め
区
内
5
ヵ
所
目
)
の
施
設
で
、

定
員
は
5
0人
で
す
。
家
庭
で
の
介
護
を

受
け
る
こ
と
が
困
難
な
、
樸
た
き
り
等

の
高
齢
者
の
入
所
施
設
で
す
。

ケ

ア

ハ

ウ

ス

食
事
と
入
浴
準
備
の
サ
ー
ビ
ス
の
つ

い
た
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
、
定
員
は
8
0

人
。身
体
機
能
の
低
下
や
高
齢
の
た
め
、

独
立
し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
の
あ

る
人
で
、
蒙
族
の
授
助
を
受
け
る
こ
と

が
困
難
な
方
が
、
自
立
し
た
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
施
設
で
す
。

現
在
、
都
内
で
は
初
め
て
の
施
設
と
な

ひ
嫐
歹
(
募
鴦
ほ
広
報
紙
で
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
終
了
し
ま
し
た
)
。

高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

在
宅
で
生
活
す
る
高
齢
者
と
ヽ
籥
族

を
支
援
す
る
、
通
所
施
設
で
す
。
デ
ィ

ホ
ー
ム
、機
能
馴
練
、入
浴
サ
ー
ビ
ス
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
方
が
短

期
間
入
所
で
き
る
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

行
い
ま
す
(
定
員
i
人
)
。

施
設
概
要

名

称
…
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
六
月
(
ケ
ア
ハ
ウ
ス
等
併
設
)

所

在

地
…
六
月
1
-
6
-

―

構

造
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

地
上
4

階
・
地
下
2

階

建
築
面
積
…
約
2

千
6
7
2
"
e

在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
相
談
や
指
導
を
行
い

ま
す
。
夜
間
の
一
話
相
談
等
も
受
け
付

け
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン

タ

ー

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
拠
点

と
な
ひ
ま
す
。

緑 色 の と ん が り 屋 根 が 目 印 で す 「ゆ う あ い の 郷 六 月 」

ケアハ ウスの個室

1 階食堂
(在宅サービスセンタ ー・ケアハウス)

機
能
訓
練
室

一
票
は
　明
る
い
未
来
の
　サ
ポ
ー
タ
ー

4
月
9
日

東
京
都
知
事
選
挙

4
月
2
3日

足
立
区
議
会
議
員
選
挙

□
東
京
都
知
事
選
挙

投
裏
日
時
1
4
月
9
日
(
日
)
、午
前
7

時
～
午
後
6
時

投
一
で
き
る
方
l
″一

の
す
べ
て
の
条
件
を
與
た
す
方
/
日
本

国
民
で
あ
る
/
平
成
6
年
り一
月
2
2日
ま

で
に
足
立
区
に
転
入
届
を
済
ま
せ
、
引

き
耨
き
住
ん
で
い
る
/
昭
和
5
0年
4
月
1
0

日
以
前
生
ま
れ
で
あ
る

投
票
所
入

場
整
理
券
の
発
送
1
3
月
2
4日
ご
ろ

□
足
立
区
議
会
議
員
選
挙

投
裏
日
時
1
4
月
2
3日
(
日
)
、午
前
7

時
～
午
後
6
時

投
票
で
き
る
方
=
次

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
/
日
本

国
民
で
あ
る
/
平
成
7
年
1
月
1
5日
ま

で
に
足
立
区
に
転
入
届
を
済
ま
せ
引
き

続
き
住
ん
で
い
る
/
昭
和
5
0年
t
月
2
4

日
以
前
生
ま
れ
で
あ
る

投
票
所
入
場

整
理
券
の
発
送
1
4
月
1
7
a
」ろ

問

先
1
千
住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

外
国
籍
の
方
の
「
続
柄
」

表
示
が
変
わ
り
ま
し
た

3
月
2
0日
を
も
っ
て
外
国
人
登
録

の
統
柄
の
表
示
が
変
わ
ひ
ま
し
た
。

今
後
、
世
帯
主
と
の
続
柄
は
、
長

男
、長
女
、
養
子
な
ど
の
別
は
な
く
、

一
律
に
「
子
」
と
麦
示
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、3
月
1

日
付
で
住
民
票
の
表
示
が
変
わ
っ
た

り
と
同
様
の
も
の
で
す
。

お
手
持
ち
の
登
録
証
明
I
は
、
外
S

人
登
録
佩
の
窓
口
に
お
い
で
い
た

だ
い
た
と
き
に
変
更
を
行
い
ま
す

(登
録
済
証
明
一
は
。
す
で
に
変
更

さ
れ
て
い
李
歹
。
特
別
な
手
続
膏
i

と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
外
国
人
登

録
係

　
(
3
8
8
0
)
5
0
6
6

《 問 合 せ 先 》
千住本庁舎・高齢者施設運営係

3882―1111( 代)
※ 特別養護老人ホームの窓口は 各福祉事務所 です

※ 在宅介護支援 センタ ーは…

5242 ―0302

葦
立
ち

若
者
と
震
災

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
2

む

月
余

。
予
測
を
超
え
た
災
害
の
大

衆
き

が
判
明
す
る
中
で

、
明
る
い

話
題
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
励
で

す

。
特
に

、
日
ご
ろ
、
社
会
の
こ

と
に
無
関
心
と
い
わ
れ
て
い
る
若

者
が
続
々
と
や
っ
て
き
て
活
動
す

る
膏
に
は
驚
き
ま
し
た

。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
レ

咫
若
者
が

「
人
助
け
は
恥
ず
か
し
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
消
え
た

」「
年
上
の
人

に
塑

嘉
刄

だ
の
は
初
め
て

」「
生

き
ア
名

っ
て
感
じ
が
す
る

」
等
と

明
る
く
語
る
姿
を
見
な
が
ら

。
こ

の
よ
う
な
行
為
の
対
極
に
あ
る

「
い
じ
め
」
の
冫
こ
を
考
え
ざ
る

奎

殫
ま
せ
ん
で
し
た
。

い
じ
め
の
背
景
に
は
、
い
ま
の

テ
珮
社
会
の
孤
独
感
や
他
者
へ
の

想
僵
力
の
欠
如

、
人
間
関
係
啻
つ

ま
く
構
築
で
き
な
い
等
が
あ
為
弓

か
と
存
じ
ま
す

。

そ
ん
な
現
代
の
子
黻
た
ち
が
、

大
惨
事
を
前
に
冪

試

な

い
手
法

で
は
あ
っ
て
も

、
年
寄
り
に
声
を

か
け

、水
を
邏
ぴ
、跡
片
づ
け
を
し

て
い
ま
す
。
ツ
ッ
パ
リ
風
の
若
者

が
活
躍
し
た
話
も
聞
き
奔

」一泥

。

あ
の
ぶ

冫
な
恐
ろ
C

い
災
害
は

二
度
と
起
こ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん

が

。
若
者
の
レ

な
や
か
な
行
動
力

に
闇
夜
に
光
を
見
た
思
い
で

歹
。

折
レ

り
卒
業
の
季
節
。
若
者
が

自
分
た
ち
の
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な

能

力
の
価
値
を
再
認
識
し

、
自
信
を

も
っ
て
生
き
て
い
っ
ア
ほ

し
い
と

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

区
長
古
性
直

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発行
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平
成
6
年
度
生
物
補
足

調
査
結
果
ま
と
ま
る

鳥類は37種2, 268羽
魚類14種450匹を確認

荒
川
の
鳥
の
調
査
を
昨

年
6
月
と
今
年
1
月
に
、

睛

。中
=
-
E
S
=
-

垳
川
・
毛
長
川
の
魚
の
調

査
を
昨
年
9
月
に
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
鳥
頭

は
3
7種
2
千
翻
羽
、
魚
類

は
1
4種
4
5
0
匹
が
礎
認
で
き

ま
し
た
。

荒
川
の
鳥
頬
調
査
で

は
、7
羽
の
ヒ
ナ
を
つ
れ

た
カ
ル
ガ
モ
の
羈
子
が
み

ら
れ
た
り
、
魚
を
と
っ
て

食
べ
て
い
る
カ
ワ
ウ
の
姿

が
何
度
も
み
ら
れ
、
繁
殖

や
エ
サ
採
り
の
一
所
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
様
子

が
確
認
で
孝
男
し
た
。
ま

た
、
日
本
で
は
過
去
5
回

ほ
ど
し
か
観
祭
さ
れ
て
い

な
い
サ
バ
ク
ヒ
タ
キ
(
写

真
)
が
1
月
に
飛
来
し
ま

し
た
。
オ
オ
ジ
ュ
リ
ン
や
ア
オ
ジ
、
ホ

オ
ジ
ロ
な
ど
、
都
会
で
は
見
ら
れ
な
い

鳥
た
ち
も
ヨ
シ
原
の
中
で
た
く
ま
し
く

冬
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

年
々
渡
り
鳥
の
大
き
な
群
れ
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
が
心

配
で
す
。

昨
年
度
の
魚
類
調
査
で

は
、
花
畑
川
で
ブ
ル
ー
ギ

ル
、
垳
川
で
ブ
ラ
ッ
ク
バ

ス
な
ど
の
外
来
種
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
続
き
今
年

度
新
た
に
荒
川
で
ブ
ル
ー
ギ
ル
、
中
川

で
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
捕
蹇
さ
れ
、
ほ
ぽ

区
内
全
域
に
こ
れ
ら
の
肉
食
魚
が
繁
殖

し
は
じ
め
て
い
る
よ
う
で
す
。
他
の
魚

の
稚
魚
が
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
生
態

系
が
変
わ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
忝
と
困

り
零
歹
。
逆
に
、
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
は
荒
川
の
千
住
釿
楯
下
流
左
岸

に
つ
く
ら
れ
た
多
自
然
型
護
岸
に
多
種

頬
の
魚
が
-
懃
し
て
い
6
の
髷

警

れ
、
少
し
の
工
夫
で
生
き
も
の
が
戻
っ

て
き
て
く
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
環
境
の
微
妙
な
変
化

が
区
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
所
で
お
き

て
い
る
の
で
す
。

問
先
a
環
境
課
調

査

　
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

6年度鳥類補足調査結果

6 年度魚類補足調 査結果

※ 表中の僅胃魯数は、他の蹶葦
簒所と皿榎するものがあり李蕚

日本に飛来するのはきわめ てまれな
サ バクヒタキ( 荒川河川敷に て撮影)

増
え
る
春
休
み
の
放
置
自
転
車

自
転
車
は
経
済
的
で
便
利
な
乗
り
物

で
す
が
、
置
き
方
に
よ
っ
て
は
、
ま
ち

の
美
観
を
禍
ね
、
歩
行
者
の
陣
魯
と
も

な
り
ま
す
。区
で
は
、
区
内
各
駅
周
辺

籾
m
以
内
を
自
転
車
放
置
蒙
止
区
域
に

指
定
し
、
禁
止
区
域
内
に
放
置
さ
れ
た

自
転
車
は
撒
去
し
て
駅
ご
と
の
自
転
車

移
送
所
に
壥
ぴ
保
管
し
ま
す
。
引
き
取

り
の
時
に
は
、
撤
去
料
2
千
円
を
徴
収

し
て
い
ま
す
。
学
校
の
春
休
み
期
間
中

は
、
学
生
・
生
徒
の
自
転
車
放
置
が
目

立
ち
零
歹
。
ウ
ッ
カ
リ
放
置
し
て
撤
去

料
を
支
払
う
と
い
う
こ
と
の
な
い
ぷ
つ

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
釈
に
近
い
方
は
で

き
る
だ
け
歩
い
て
く
だ
さ
い
。
自
転
車

を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
決
め
ら
れ

た
自
転
車
置
き
場
に
置
い
て
く
だ
さ

い
。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
自
転

車
係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

道
路
交
通
環
境
整
備
月
間

道
路
は
み
ん
な
の
も
の

3
月
は
遭
路
交
通
環
境
略一
懈
月
間
で

す
。
安
全
で
快
適
な一
路
環
境
を
つ
く

り
、
交
通
事
故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
行
い
ま
す
。
遭
路
の

安
全
は
、
道
路
を
利
用
す
る
一
人
ひ
と

ひ
が
『
思
い
や
り
』「
ゆ
ず
ひ
あ
い
」の

気
持
ち
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

道
路
の
不
正
使
用

は
や
め
ま
し
ょ
う

足
立
区
で
は
、一
察一
と
共
同
で
遭

踏
の
不
正
使
用
者
に
対
し
、
指
導
・一

告
を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
通

れ
る
遭
路
に
す
る
た
め
。
次
の
ぶ
7
な

こ
と
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

▽
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
や
街
路
樹
等
に
の
ぽ
ひ
や
桃

太
郎
旗
な
ど
を
縛
ひ
付
け
る

▽
道
路

上
に
商
品
や
ワ
ゴ
ン
を
置
く

▽
道
路

上
に
一
き
一
板
な
ど
を
置
く

▽
電
柱

・
街
路
灯
・
街
路
樹
等
に
一
板
・
は
り

紙
・
は
ひ
札
を
取
り
付
け
る

道
路
は
き
れ
い
に

し
ま
し
ょ
う

道
路
に
自
転
車
・
バ
イ
ク
ー
テ
レ
ビ

な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
が
目
に
つ

膏
汞
す
。
粗
大
ゴ
ミ
は
遭
路
に
放
置
せ

ず
、
清
掃
事
務
所
に
連
絡
し
、
引
き
取

っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
ゴ

ミ
や
建
築
廃
材
、
土
砂
な
ど
を
道
路
に

捨
て
て
い
る
人
奮
兒
か
け
た
ら
、
区
役

所
・
警
察
一
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

日
よ
け
・
看
板
は

許
可
が
必
要
で
す

日
よ
け
や
看
板
を
遭
路
上
に
突
き
出

し
て
設
置
す
る
場
龠
は
、
基
準
に
あ
っ

た
も
の
に
限
り
杵
可
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

道
路
は
広
く

使
い
ま
し
ょ
う

自
転
車
や
商
品
が
遭
路
を
占
拠
す
る

と
、
歩
行
者
や
自
転
車
に
乘
っ
て
い
る

人
に
と
っ
て
非
常
に
危
険
で
す
。ま
た
、

自
動
車
の
違
法
駐
車
や
交
差
点
付
近
の

畦
停
車
は
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な
り
、
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
り
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
快
適
な
遭

路
環
境
を
つ
く
り
、
住
み
良
い
足
立
区

に
し
家
し
ょ
う
。

問
先
―
中
央
本
町

庁
舎
・
監
察
係

(
3
8
8
0
)
5
2
7
9

千
住
一
察
一

3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井一
泰一

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
齧

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

鹿沼野外レクリエ
ー シ ョン セ ン タ ー
7・8 月分の利用申し込み

利用日数- 2 泊3 日まで 刈矗一区内

在住・在勤の方 申込一往復ハガキに
宿泊施般名、団体名、代表者の住所、
氏名、電話番号、利用人数を明配( 1
団体1 通に限る、ミ 復申し 込みは無効)
期限- 4 月17日必着 受付番号抽選日- 4

月19 日 受 付日・ 場 所- 4 月30
日、千住本庁舎7 階会継室 ※ 抽選で
決定した受付番号順に希望日を受け付
けします 申・問先一千住本庁舎・体
育管皿c叺 〒120 千住1- 4- 18
3882 ―1111㈹

幼児とお母さん
の友だちづくり

あな たも参加
してみませんか

場
所
・
対
象
・
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
く
わ
し
く
は
下
表
の
各
施
設
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

幼児グループ実施一覧

※ 1～4 は児童館、5 ～25は住区センターです。

□ 訂 正とおわび　3 月10日号予算特集の4 面右上の見出しで 「コミ ュニティ形式」
とあ るのは「コミ ュニティ形成」の誤りでした。町正し ておわびします。< 広報課>
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飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

今
ま
で
毎
年
1
回
の
登
録
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
た
飼
い
犬
の
登
録
は
、4

月
1
日
か
ら
の
新
制
廩
に
よ
ひ
生
涯
に

1
回
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
平
成
6

年
度
に
登
録
を
し
た
方
も
、4
月
1
日

以
降
に
I
回
は
登
録
を
し
な
け
れ
ぱ
な

り
ま
せ
ん
。
な
お
。
狂
犬
病
の
予
防
注

射
は
必
ず
毎
年
1
回
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

日
時
等
=
下
表
の
と
お

り
(
雨
天
実
施
)

費
用
=
6
千
2
3
0円

問
先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

犬の登録と狂犬病予防注射会場

犬のフンは飼い主が必ず始末しましょう

健康カレンダー 4月の予定

地
域
栄
養
士
講
習
会

「
健
康
・
栄
養
相
談
の
す
す
め
方
」

栄
養
指
導
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
有
名
な

中
村
丁
次
先
生
に
よ
る
講
習
会
で
す
。

日
時
1
4
月
1
4日
(
金
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0分

場
所
―
勤
労
福
祉
会

館
(
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
)

対
象
―
区
内

在
住
・
在
勤
の
栄
養
士

講
師
―
中
村

丁
次
氏
(
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
栄

養
部
長
)

定
s
1
8
0人

費
用
=
無

料

申
・
問
先
―
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

健康あ・ら・かると

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

K
さ
ん
は
、
会
社
の

健
康
診
断
で
肝
臓
の
異

常
を
指
摘
さ
れ
ま
し

た
。
病
院
で
は
ア
ル
コ

ー
ル
が
原
因
で
あ
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る

よ
う
に
言
わ
れ
ま
し

た
。
K
さ
ん
は
、毎
日
、

日
本
酒
を
5
合
以
上
飲

ん
で
お
り
、
会
社
の
同

僚
と
飲
む
時
は
さ
ら
に

量
が
増
え
ま
す
。

K
さ
ん
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
状
態

で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
と
は
、
酒
を

飲
む
癖
の
こ
と
で
、
酒
の
酔
い
心
地
を

味
わ
う
た
め
に
繰
り
返
し
て
酒
を
飲
む

よ
う
に
な
る
状
態
を
い
い
家
歹
。
夕
食

時
の
食
卓
に
酒
が
な
い
と
寂
し
い
、
い

ら
い
ら
し
た
時
に
一
杯
飲
ま
な
い
と
気

が
す
ま
な
い
と
い
う
よ
う
に
な
り
ま

す
。こ
の
状
態
は
ま
だ
病
気
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
さ
ら
に
進
む
と
飲
ま
ず
に

い
ら
れ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
き
ま

す
。
飲
酒
を
中
断
す
る
と
、
寝
汗
を
か

い
た
り
、
手
が
ふ
る
え
た
り
、
嘔

が

し
た
り
、
眠
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
体

の
変
調
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
嫐
歹
。

こ
う
な
る
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
屁
と
診

断
さ
れ
、
病
気
と
さ
れ
ま
す
。
依
存
症

と
な
る
と
、
酒
の
中
断
に
よ
る
不
快
な

症
状
を
避
け
る
た
め
に
、
さ
ら
に
酒
を

飲
み
続
け
ま
す
。
そ
の
結
果
、
肝
臓
を

悪
く
し
て
何
回
も
入
退
院
を
繰
り
返
し

た
り
、
会
社
で
は
遅
刻
や
欠
勤
が
多
く

な
っ
た
り
、
家
族
に
暴
力
を
ふ
る
っ
た
n

と
様
々
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
き

ま
す
。
本
来
楽
し
い
も
の
の
は
ず
の
お

酒
も
一
歩
付
き
合
い
を
誤
る
と
、
身
体

や
心
を
む
し
ば
み
、
周
辺
の
社
会
に
ま

で
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
ら
な
い

た
め
に
は
、
飲
酒
の
量
を
適
正
に
保
つ

こ
と
で
す
。
日
本
酒
な
ら
1
合
、
ビ
ー

ル
は
大
び
ん
2
本
、
ウ
ィ

ス
キ
ー
は
ダ
ブ
ル
2
杯
ま

で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
週
に
1
日
か
2
日
は
飲
ま
な
い
休

肝
日
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

麻
薬
や
覚
醒
剤
の
恐
ろ
し
さ
は
わ

か
っ
て
い
て
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
身
近

に
あ
る
た
め
に
そ
の
害
は
あ
ま
り
認
識

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
の

お
酒
の
飲
み
方
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

保
健
所
、
保
健
相
談
所
で
は
ア
ル
コ

ー
ル
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
保
健
所
・
医
師
》

ひ
ろ
ば

=
催
し
物
=

☆
第
1
期
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
(
足

立
区
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
)
4

月
1
3

日
～
6
月
2
2日
、
毎
月
第
2
・
4
木

曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分
/

千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館
/
1
6歳
以
上

の
区
民
/
―
期
分
瞋
円
/
長
谷
部

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
集
い
4

月
9
日
(

日
)
、
午
後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分
/

竹
の
獵
セ
ン
タ
ー
/
峩
円
/
舫
日
本
リ

ウ
マ
チ
友
の
会
東
京
支
部
・
石
川

(
3
8
8
8
)
9
8
6
4

☆
第
2
3回
中
川
短
縮
マ
ーフ
ソ
ン
大
会
4

月
9
日
(
日
)
、午
前
9
時
3
0分
/
中

川
二
丁
目
公
園
、中
川
堤
防
/
年
齢
別
、3

千
s
r
6
千
田
/
中
学
生
4
0
0
円
、
一

般
・
学
生
8
0
0円/
中
川
陸
友
会
・
森
田

　
(
3
6
2
8
)
0
1
7
2

☆
阪
神
大
震
災
救
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
「
葦
の
会
」4

月
1
日
(

土
)
、
午
後
2
時
3
0分
開
演
/
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
/
2
千
円
/
田
口

(
3
9
1
2
)
4
2
0
9

☆
精
神
保
健
講
座
「
地
域
作
業
所
の
現

在
と
未
来
」4

月
8
日
(
土
)
、
午
後
2

時
～
4
時
/
産
業
振
興
館
/
千
円

(
資
料
代
)
/
6
0人
/
精
神
保
健
を
考

え
る
会

　
(
3
8
7
9
)
4
5
6
5

=
募

集
=

☆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ーフ

ブ
)

毎
週
月
・
金
曜
日
、
午
後
6
時
4
5

分
～
9
時
/
第
一
中
学
校
体
育
館
/

入
会
金
千
円
、
月
額
千
5
0
0円/
日
下
田

　
(
3
8
8
2
)
4
8
7
2

☆
晒
し
方
教
室
(
保
塚
話
し
方
サ
ー
ク

ル
)

毎
月
第
1
冫
夭
曜
日
、
午
後
7

時
～
9
時
/
保
褫
セ
ン
タ
ー
な
ど
/

初
心
者
歓
迎
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/
津
田

(
3
8
8
5
)
7
5
4
8

☆
女
性
合
唱
(
い
ず
み
コ
ー
フ
ス
)

毎
週
木
曜
日
、
午
後
F
時
～
3
時
/
舎

人
セ
ン
タ
ー
な
ど
/
入
会
金
千
円
、
月

額
3
千
円
/
小
野
田

宍一
(
3
8
9
7
)
7
4
9
7

☆
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
(
初
心
者
向
け
)

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日
、
午
前
1
0時
～

正
午
/
竹
ノ
獵
第
三
団
地
集
会
所
/
入

会
金
千
円
、月
額
1
千
円
/
吉
井

(
3
2
6
7
T
0
9
1

☆
フ
ラ
ン
ス
語
サ
ー
ク
ル
(
ア
こ
フ
ー

フ
ーフ
ン
セ
ー
ズ
)

月
額
4
千
円
/
く

わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
/

兼
子

　
(
3
8
8
4
)
3
9
2
9

代行業者の 〝公営住宅申し 込み〟のハガキにご注意ください。ト ラブ ルが続出し ています。 問先= 消費者センタ ー 　3880 ―5380
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4 月から 予防接種の
実施方法が変 わります

陸乍l a月に予y碍魯法がa正されrかめ、4月金
から予防接種二覓旅九法が大きく富わりま丿 昭

金 金
脳炎や元卜 万など7 営心捫匸がかるf yl t y よ年々
9 な く な りJ し1こ。 こ の よ うa 莉 代 蚕j 、 今

ぴ の4 琵 附 涯 の ブ 法 斉 入 咨 く
金
変 え る ご と し な っだ

のです。

接
種
は
保
護
者
の
判
断
で

今
ま
で

は
、
集
団
で
鰐
気
の

薦
行
を

予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種
は
国
民
の

「
義
務
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
(
集
団
接

魯
)
。
こ
れ
か
ら
ほ

、
子
ど
も
の

儺
單
を

守
る
た
め
「
保
霞
者
が
判
断
し
、
納
耨

し
て
予
防
接
根
を
受
け
る
か
ご
う
か
を

決
`
」
こ
と
に
な
り
搴
す
。

個
別
接
種
が
基
本

今
ま
で
の
予
防
接
種
は
、
ほ
と
ん
ど

が
集
団
接
種
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

医
療
機
関
に
行
き
、
個
別
に
接
一
を
受

け
る
こ
と
(
個
別
接
穂
)
が
基
本
に
な
り
*

チ

。
ワ
ク
チ
ン
の
性
質
上
、
ポ
リ
オ
と
B

c
a
は
集
団
で
爽
篤
レ
零
y
が
、
そ
の

他
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
4
月
か

ら
y
ぺ
て
佃
別
接
根
に
な
ひ
嫐
y
。

子
y
y
も
の
体
謌
の
い
い
時
に
、
罕
と

も
の
体
質
夸
`
く
知
っ
て
い
る
か
か
り

つ

け
の
医
師
に
当
日
の
矚
簗
状
學
夸
診

て
も
ら
い
、
予
防

接
壜
を
鷽
け
a
れ

る
よ
う
に
な
Q
の

で
安
心
で
す
。
ま

た
擠
屬
前
に
医
師

の
意
見
か
聞
い
て

接
種
す
る
か
ど
う

か
を
判
陬
歹
る
こ

戸
が
で
き
本
y
。

診
察
、検
温
も
会
場
で

新
し
い
接
種
方
法
で
は

、
予
箏
S

充

爽
し
本
y

。
今
ま
で
、
記
入
し
て

い
た

だ
い
た
「
予
阻
票
」
に
加
え
、
黶
別
接

種
で
も
集
団
接
種
の
場
合
で
も
、
接
種

を
受
け
る
場
所
で
接
種
の

前
に
の
擠
温

②
砂
察
⑤
問
診
が
爽
扇
巧
れ
ま
す
。

保
護
者
の
役
割
も
大
切

予
防
接
着
を
安
全
に
受
け
る
に
は
、

保
霞
者
の
刀
の
役
割
が
皿
要
で
す
。

子
ど
も
の

体
質
や
体
冊
、
今
ま
で
か

か
っ
た
同
気
な
ど
に
つ
い
て

。
保
顕
毒

″
旋

師
に
伝
え
～

保
霞
者
の
皆
さ
ん
は

、
ま
ず
、
予
防

概
一

に
つ
い
て
の
区
か
ら
の
資
料
(
お

知
ら
せ
)
を
よ
く
麌
み

内
容
に
つ
い

て
理
解
し

、
伝
凡
る
べ
奪
嵋
は
膏
君
ん

冫
篋

師
に

伝
え
て
く
だ
さ
い

接
種
年
齢
が
変
わ
り
ま
す

予
防
接
擧
萱
買
る
年
!
浹
の
よ

う
に
穿
石
り
豕
y
(
贋
1
)
。

住
民
駑
録
し
て
い
れ
ぱ
。
予
防
接
種

を
蠢

旨

時
期
に
区
か
ら
直
接
通
知
し

ま
す
の
で
、
通
知
が
来
る

豕
で
安
心
し

て
お

待
ち
く
だ
さ
い
。
通
学
し
て
い
る

児
鴛
、
牟
蒭
に
つ

い
て
も
B
C
G

以

外
は
、
各
家
裁
に
直
接
通
知
し
ま

す
。

三
種
颶
合
、
麻
し
ん
(
は
し
か
)
は
F

年
中
、
二
番
混
合
、
日
本
脳
炎
、
諷
し

ん
は
毎
年
4
月
I
翌
年
1
月
ま
で
爽
羃

し
啄
y
。
日
本
脳
炎
の
予
防
纃
一
の
効

杲
は
長
期
聞
に
お
よ
ぶ
π
め
、
接
I

時

期
を
耳
罰
に
の
み
限
定
し

な
い
こ
と
に

な
び
ま
レ

た
。

・

イ
ン

フ
ル

エ

ン

ザ
の
予

防
　

接

種
は

行
い

ま
せ

ん

今
回
の

改
正
に
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
、
予

防
接
翻
法
の
対
象
か
ら
は
ず

れ
ま
レ
た
。
そ
の
塚
田
は

、
そ
の
年
に

羈
行
す
る
型
の
ワ
ク
チ
ン
を
予
摩
す
る

こ
侃
か
難
し
い
な
ど
、
予

防
接
種
の
効

果
が
は
っ
き
n
じ

に
く
い

た
め
で
す
。

費
用
は
無
料
で
す

法
律
で
は
、
擠
一
の
対

象
年
齢
と

標
準

接
着
年
齢
と
を
決
め
て
い
ま

す
(

詼
1
)

ポ
リ
オ
と
B
c
a

を
除
ぐ
予

防
接
一

に
つ
い
ア
ほ

、
4
月
か
ら
は
対

象
年
齢
の

範
囲
内
で
あ
れ
ぱ
無
科
で
接

楫
で
き
る
よ

う
に
な
ひ
粐
y
た

漑
外

敵
氏
な
ど
で

標
章
接
一

年
齢
よ
n
雄

く

接
番
す
る
必
要
が
あ
忝
万
は
、
各
保
健

所
・
保
健
相
談
所
に

ご
相
破
く
だ
さ

い
。

肩
先
I
各
保
健
所
・
保
囑
衵
談
所
(
資

3
)
、
千
佳
一
`
庁
合
・
保
傳
予
防
佩

―
)
1
1
F

㈹

健康被害の
補 償 も
充実します

予
防
輯
瞿
に
よ
っ
て
、
卵
常
に
ま
れ

冫
か
偏
康
被
害
が
発
生
す
る
こ
A
J
-
R

あ
ひ
求
す
。
今
回
の
改
正
に
よ
っ
て
。

鴫
蹶
被
醫
に
よ
る
医
療
手
当
や
障
害
年

金
額
な
ど
が
引
孝
上
岬
ら
れ
る
m
、

介
矚
覃
当
が
支
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
万
が
一
の

場
合
で
あ
り
、
予
診
を
充
爽
し
、
予
防

擠
珊
の
矚
一

被
!

蕋

大
限
防
ぐ
>
J
A
J

が
大
切
で
あ
苓

」と
に
麦
わ
り
ゐ
り
ま

芫

小
児
マ
ヒ

生
ワ
ク
チ
ン

(
ポ
リ
オ
)
予
防

接
種
の
ご
案
内

日
時
・
鳩
所
l

詼
2
の
と
お
り

時
間

―
午
餓
F

陦
4
5
分
I
I

陦
4
5
分

対

象
I
i

ヵ
月
I
7

朧
a
ヵ
月
未
満
の
幼
児

*
新
馬
対
象
者
に
は
別
途
通
知
し
ま

す
。
そ
れ
以
外
で

接
種
を
希
草
T
る

方

は
I
前
に
保
鴒
所
寥
{
ほ

犀
健
相
破

所

に
予
診
票
と
お
知
ら
せ
謇
取

り
に
来
て

く
だ
さ
い
(

予
龠
I

が
新
し
く
な
っ

た

た
め
今
ま
で
の
予
診
票
は
4

月
か
ら

便

え
な
ぐ
な
ひ
ま
す
)
。
問
先
―
各
保
健

所
・
保
偏
相
談
所
(

衰
3
)

ま
た
は
千

住
本
庁
舎
・
保
儺
!

叨
佩

(
3
1
T
1
1
1

㈹

充
分
に
納
得
し
て

予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

伝
染
病
が

少
な
く
な
っ
た
と
は
い

え

岡
気
か
I

予
防
接
魯
は
今
も
大
切
で
y
対
傘
と

な
る
男
気
の
説
明
、
副
反
f
c
2
t
t
ど
、
区

は
保
霞
老
の
慘
兄
へ
予
防
纃
一
に
つ

い
て
の
爾
報
提
供
を
充
奥
し
李
y
。
こ

れ
は
、
保
護
者
が
理
解
し
て
駟
辱
で
き

る
形
で
予
防
纃
1
1
9

て
い
た
だ
く

た
め
で
す
。
そ
の
た
め
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
予
防
接
種
と
子

も
の
飃
巖
」
を

配
布
し
て

い
ま
す
。
ご
希
羅
の
方
は
、

各
保
健
所
・
保
健

相
談
所
の

原
口
へ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

表1　接種年齢および対象年齢

※ 小李校1年生、中学生1年生でツベルクリン反颶躔性の人はBCGを　
受けます

表2　小児マヒ生ワクチン接種場所

※ 時間はいずれも、
午餓1 劭蒿92 畤45分

表3　各保健所・保健相談所

変
わ
る
献
血

献
血

Q
&
A

Q
駅
前
な
ど
で
よ
く
見
か
け
た
献
血
車

が
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

よ
う
で
す
が
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
?

A
献
皿
は

、
傳
晨
な
人
な
ら
、

い
つ
で
も
で
き
る
手
羲
な
柱

会
奉
仕
戸
じ
て

、
い
ま
ま
で

多
く
の
人

々
が
参
加
し
て

膏
乖
C

た
。
い
ま

献
皿

と
き
ぇ
ぱ
、
椢
㎡
、
聊
㎡
の
「
全
皿
(
ぜ

ん
け
つ
)

擘
皿
」
と
、
血
眼
の
中
の
皿

小
板
嵎
分
や
嶷
し
よ
・
7
泯
分
だ
け
を
採

取
す
る
「
成
分
献
血
」
が
あ
ひ
、
愚
者

さ
ん
の
治
療
方
法
に
龠
わ
せ
て
血
液
が

確
保
さ
れ
て
い
李
y
。
聊
㎡
献
血
だ
け

だ
っ
た
昭
和
5
0
年
代
に
は
、
で

き
る
だ

け
多
く
の
献
血
癰
を
礎
保
す
る
た
め
、

都
内
で
1
日
に
3
6
台
も
の
献
血
申

が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
献

血
車
の
う
ち
半
数
近
く
が
釈
加
の

陬
韋
で
し
た
か
ら
、
毎
日
ど
こ
か

で
見
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。
成
分
獸
血
が
主
役
に
な
っ
た

今
日
。
受
け
入
れ
る
の
に
最
も
邏

し
た
獸
韋
ル
ー
ム
は
加
カ
所
に
増

え
、逆
に
献
皿
車
が
駅
前
な
ど
の

街
頭
に
で
る
機
会
が
大
き
く
賊
少

し
て
い
る
の
で
y
。※
献
血
ル

ー
ム
に
つ

い
r
a

、
お
間
い

き
わ

せ
ぐ
だ
さ
い

。

Q
会
社
や
地
域
で
献
血
し
た
い
の
で
す
が

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
?

A
¥
鳶
は
西
新
井
に
あ
る
日
清

紡
㈱
(
酉
新
井
栄
町
一
丁
目
)

の

献
血
の
様
子
で

す

。
だ
い
た
い

叨
人

以
上
の
人
か
集
ま
れ
ば
献
血
申
を
出
し

て
い
ま

す
。事
業
所
で
の
集
団
献
血
は

、

献
血
者
歌
が
安
定
し
て
い
て
効
率
も
よ

い
>
J
-
Uか
ら

、
都
内
で
は
推
進
し
て
い

奪
y
。少
人
数
の
事
業
所
で
は
数
社
合

同
あ
る
い
は
地
斌
ぐ
る
み
で
も
杼
え
ま

す

。
希
輦
す
る
日
の
2
ヵ
月
前
く
ら
い

ま
で
に

献
蠢
ル
ー
ム
に

ご
連
絳
ぐ
だ
さ

い
。
会
社
繼
位
ま
た
は
町
会
・
自
治
会

彖
位
で
献

血
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

Q
輸
出
用
の
血
液
の
安
全
性
は
ど
の
よ
う

に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

A
献
皿

峇
れ
た
血
液
は
、
各
種

の
椣
峯

を
受
け
、
輸
血
用
と

し
て
の
安
金
堆
膏
確
認
し
て
か
ら
、
愚

者
霖
兀
の
元
へ
盾
け
ら
れ
穿
y
。
医
学

が
瑪

歩
す
る
に
つ

れ
て
、
戴
駅
倹
査
の

項
a
も
次
第
に
墫
え
て
孝
男
レ
た
。
献

廰
す
る
皆
さ
ん
へ
の
「
観
麌
サ
ー
ビ
ス
」

を
含
め
、現
在
2
5
唇
―
の
検
斎
を
行

つ
て
い
`
チ
(
こ
の
倹
査
の
結
果
川
人

の
献
血
の
内

。
叉

の
血
靫
が
輸
血
に

使
え
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
)
。し
か

し
。感
染
・
`
に
つ
い
て
は
現
代
の
医
学

を
も
っ
て
し
て
も
未
知
の

部
分
が
残
さ

れ
て

お
り

、
そ
の
不
安
を
少
し
で
も
軽

葷
S

せ
る
た
め
に

、
一
度
に
効
串
よ
く

献
血
で

き
る
枷
㎡
献
皿
と

成
分
献
血
を

勦
め
て
い
る
の
で

す

。

ご 協 力 を
お願い します

4 月の献血

日
時
零
I

左
責

問
先
L

葛
飾
赤
十
字

血
陂
セ
ン
タ
ー

※
4
月
1

日
か
叺
薦
飾
萃
十
牢
啾
皿

セ
ン

タ
ー
の
名
称
は
、
東
京
東
鏐
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー
に
麌
わ
ひ
ま
す

(
a
2
)
2
8
1

千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
佩

(
―
T
1
1
1

㈹

4 月の献 血日程

※ いずれも午刪吻哨1哨吩、午刪2騁30分～3貉蔔分ただし　aa・qn
l 塲のみ午前9畸1分祠1齠5分、午刪2剛時　～

3轉

年に1 度は健康診査を

4 月から1 年中いつでも
受けることができます

毎
日
を
い
き
い
寥
こ
楽
し

く
遇
ご
す

た
め
に
は
、
偏
頗
が
第
一
。
区
で
は
、

成
人
婀
予
防
の
た
め
に
儺
康
畛
重
を
行

っ
て
孝
F

り
た
。
受
診
機
会
の
拡
大
を

図
る
た
め
、
4
月
か
ら
は
。
一
牢
中
、

受
り
q
y

笳

で
き
る
ぞ
"
に
な
り
ま

し
た
。
ご
自
分
の
囑
蹶
づ
く
り
に
お
役

立
て
ぐ
だ
さ
い
。

□
成
人
健
康
診
査

対
-

満
4
0
隶
か
ら
6
4
朧
(
昭
和
5

年
4

月
l
a

以

降
牟
一

れ
)
ま
で
の
万

砂
騫
内
容
!

心
暉
鍔
、肝
一

痾
、じ
ん
臘

婀
、呼
矗

漢

愚

、高
血
圧
、高
圖
真
足
、

糖
尿
婀
、痛
風
等
に
つ
い
て
の
検
査

必
須
検
査
―
閥
驂
、
身
体
測
定
、
診
察
、

血
圧
測
定
、
蒙
検
査
、
血
靫
倹
査
、
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
椣
憲
週
択
椣
一
(
医

師
が
必
竇
と
認
め
る
方
T
貧
血
検
査
、

心
電
図
、
糖
負
荷
賦
験
、
眼
驟
検
査
の

中
で
必
笋
な
検
査
費
用
-
無
科
(
た

だ
し
、
前
記
検
査
内
齊
以
外
の
検
竃
、

治
療
を
行
っ
た
!
ほ
有
科
)
場
所

―
区
内
実
施
医
療
碗
関
申
込
-
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

一

話
番
号
。
虞
人
偏
聚
舉
重
希
望
と
明
F
y

郵
送
。
折
Q
返
し
受
駈
票
と
医
顰

機
関
名
簿
を
お
送
り
し
李
す

問
先
-

千
住
本
庁
舍
・
保
健
予
肪
佩

(
―
T
I

↓
㈹
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千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
し
て
い
ま
す

対
象
=
心
身
の
衰
え
や
障
害
な
ど
に
よ

り
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
の
あ

る
、
お
お
む
ね
6
5蠎
1

の
方
、
ま
た

は
重
度
り
心
身
障
害
者
(
児
)
の
い
る
家

庭
で
、
家
族
で
の
介
霞
が
困
難
な
方

サ
ー
ビ
ス
内
容
=
食
事
の
世
話
/
衣
類

の
洗
濯
・
補
修
/
住
居
の
掃
除
・
塵
理

螫
と
ん
/
身
の
回
り
の
世
話
/
生
活
必

聘
品
の
買
い
物
/
医
療
機
関
と
の
連
絡
/

通
院
介
助
/
官
公
一
等
の
手
続
き
代

行
な
ど

派
遭
単
位
=
原
則
と
し
て
半

日
(
3
時
間
)
を
F
回
の
派
遣
単
位
と
し

ま
す
/
派
一
時
間
は
週
2
4時
間
を
限
度

と
し
ま
す

※
介
護
を
し
て
い
る
方
が

休
養
を
と
っ
た
り
、
公
的
行
事
等
へ
参

加
す
る
場
合
に
も
利
用
で
き
穿
歹
(

年

間
3
6
時
間
が
限
度
)

派
遣
時
間
帯
=

午
前
9

時
～
午
後
5

時
。
た
だ
し

、
食

事
の
介
肋

、
排
せ
つ
の
介
助

、
通
院
の

介
肋

、
着
替
え
の
介
助
等

、
特
別
の
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
午
前
7

時
～
9

時
(

早
朝
)
、
午
後
5

時
～
9

時
(
夜
間
)
の

派
遣
も
あ
り
本
歹

※
世
帯
の
収
入
に

応
じ
て

費
用
の
負
担
が
あ
り
ま
す

申

・
問
先
l

各
福
祉
事
務
所
(

表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

燃
料
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
身

体
陣
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
/
①
障

害
者
本
人
が
運
転
す
る
場
合
…
体
幹
機

能
障
害
ま
た
は
内
郡
機
能
障
害
(
心
臓

・
じ
ん
臘
・
呼
吸
器
)
1
1
3

級
、
下

肢
機
能
障
害
1
～
4
級
/
②
障
害
者
と

同
一
生
計
の
方
が
運
転
さ
れ
る
場
合
…

体
幹
機
能
障
害
ま
た
は
下
肢
機
熊
陣
害
1

・
2
級
、
視
党
障
害
ま
た
は
内
部
機

能
障
害
F
級

※
た
だ
し
、
タ
ク
シ
ー

劵
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
を
除
き
ま

す

申
請
=
身
体
障
害
者
手
帳
・
運
転

免
許
証
・
自
動
車
税
等
減
免
通
知
書
(身

体
障
害
者
手
帳
に
表
示
が
あ
る
塀
合
は

手
帳
)
・
車
検
証
・
印
か
ん
・
運
転
者

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の
金
融
機

関
)
を
窓
口
に
持
参

申
・
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
陣
害
福
祉
佩
ま
た
は
4
月
1

日
か
ら
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)
で
受

け
付
け

福
祉
事
務
所
で
も
受
付
し
ま
す

4
月
1
日
か
ら
次
の
申
請
に
つ
い
て

各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)
で
も
鷽
け
付

け
を
し
李
す
。

①
心
身
障
害
者
福
祉

手
当

②
身
体
障
害
者
自
励
車
燃
料
費

助
虞

③
S
度
心
身
障
害
者
巡
回
入
浴

④
重
度
脳
性
麻
痺
者
等
介
護
人
派
遣
事

業

⑤
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

問
先
=
千
住
本
庁
舍
・
障
害
福
祉
佩

障
害
者
の
方
に

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
交
付
し
ま
す

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
次
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
/
下
肢
ま

た
は
体
幹
権
能
障
害
の
I
～
3
級
/
視

覚
障
害
ま
た
は
内
部
障
害
の
1
級

※

た
だ
し
、
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
受

け
て
い
る
方
を
除
き
ま
す

申
請
I
身

体
障
害
者
手
帳
・
印
か
ん
を
窓
口
に
持

参

交
付
日
=
4
月
1
2日
～
1
4日
(
交

付
日
に
来
ら
れ
な
い
方
は
4
月
1
7日
か

ら
随
時
交
付
し
ま
す
)

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
障
客
福
祉
佩
ま
た
は
各

福
祉
事
務
所
(
表
1
)

外
来
一
部
負
担
金
が
変
わ
り
ま
す

老
人
医
療
受
給
者
証
・
(
福
)
医
療
証

4
月
1
日
か
ら
病
院
等
で
受
診
し
た

と
き
に
支
払
う
外
来
の
一
部
負
担
金
の

額
が
変
わ
り
ま
す
(
1
ヵ
月
千
円
↓
千
1
0

円
)
。な
お
、入
院
の
一
部
負
担
金
は
1

日
7
0
0円で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病

院
等
で
受
診
す
る
と
き
は
健
康
保
険
証

と
老
人
医
療
受
給
者
証
貰

ぽ

菅
i

証
を
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高
齢
者
医
凍
係

(
親
)
医
療
証
を
お
使
い
の
方
へ

平
成
6
年
4
月
2
日
以
降
1
8歳
に
な

っ
た
方
は
、3
月
末
で
⑩
医
療
証
の
資

格
が
な
く
な
り
ま
す
。
医
東
証
に
も
有

効
期
限
が
書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
診
療

を
受
け
る
時
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

。
使

え
な
く
な
っ
た
医
東
証
は
、
後
日
お
送

り
す
る
資
格
消
滅
通
知
に
同
封
す
る
返

信
用
封
筒
で
お
返
し
く
だ
さ
い
。

問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
医
療
係

乳
幼
児
す
こ
や
か
相
談

育
児
で
不
安
な
思
い
や
、ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
ひ
ま
せ
ん
か
。

次
の
区
内
の
3
ヵ
所
の
保
育
園
で
は
、

経
験
豊
か
な
保
母
が
育
児
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。安
心
し
て
子
育
て
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、気
軽
に
ご
相
酸
く
だ
さ

い
(
秘
密
厳
守
)
。相
談
方
法
は
一
諾
お

よ
び
面
接
で
す
。実
施
保
育
圃
・
相

談
日
―
▽
輿
野
保
育
圃
(
西
釿
井
本
町

4
1
1
9
-
2
3
)
…
毎
週
月
・
木
曜
日

(
3
8
9
0
)
3
2
0
0

▽
親
隣
館
保
育
園
(
梅
田
4
1
2
9
-
6
)
…

毎
週
水
・
金
曜
日

(
3
8
8
9
)
3
8
6
0

▽
新
田
保
育
園
(
新
田
2
1
1
1
2
)
…

毎
過
火
・
土
隔
日

(
3
9
1
4
)
6
4
6
6

※
い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
5
時

間
先
=
千
住
本
庁
舍
・
児
童
助
成
係

個
人
事
業
主
の
方
へ

足
立
区
生
業
資
金

対
象
=
一
般
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
困
難
な
個
人
事
業
主
の
方

で
、
こ
の
融
資
を
受
け
る
こ
と
で
独
立

の
生
計
が
立
て
ら
れ
る
、
次
の
条
件
を

羇
た
す
方
/
区
内
に
1
年
以
上
居
住
/

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民
登
録
上
の

世
帯
主
/
事
業
の
新
規
ま
た
は
拡
充
が

目
的
/
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
/

確
実
な
連
帯
保
証
人
が
L
人
い
る

賃

付
額
=
F
世
帯
1
5
0万円
以
内
(
予
定
利

率
2
.
7
%、据
置
期
間
中
は
無
利
子
)

返
済
=
a
ヵ
月
据
え
置
き
後
6
0回
元
利

均
等
償
還

申
込
―
申
込
書
を
窓
口
に

持
参
(
用
紙
は
区
民
事
臻一所
・
福
祉
事

務
所
に
も
あ
り
ま
す
。
用
紙
交
付
は
4

月
3
日
か
ら
)

受
付
=
4
月
1
0日
～
2
1

日
(
次
回
の
平
成
7
年
度
第
2
回
は
7

月
中
旬
受
付
予
定
)

申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
貸
付
佩

税

金

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
6
年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税

第
4
期
分
ま
で
と
、
鰹
自
励
車
税
の
納

期
限
が
す
で
に
過
ぎ
て
い
ま
す
。
納
め

て
い
な
い
方
は
、
至
急
納
め
て
く
だ
さ

い
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
(
年

率
1
4・
6
%
)
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
理
由
な
く
納
め
ま
せ
ん
と
差
し

押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
特
別
な
事
情
で
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
や
不
明
な
点

が
あ
る
方
は
、至
急
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
納
税

課

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
納
税
第

一
係
・
第
二
係

(
a
8
0
)
5
0
9
6

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や

軽
自
動
車
の
税
金
を

お
支
払
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
4
月
1
日
現
在
、
バ

イ
ク
や
軽
自
励
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機
付

自
転
車
や
軽
子

三
・
四
輔
車
、
二
輔

小
型
自
励
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
。
次

に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
か
矛
れ
ぱ
平

成
7
年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

対
象
=
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か

っ
て
い
な
い
方
(
一
察
に
盗
難
届
を
出

し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け

出
を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
充
っ
た
り

し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方

問
先
=
表
2

表2

五
色
桜
の
由
来
の
銘
板
が
あ
る
「
五
色

堤
公
園
」
(

例
年
4
月
中
旬
開
花
)

千
5
0
0
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
咲
く
「元
渕

江
公
園
」(
例
年
4
月
中
旬
開
花
)

燃えない建物に建て替えると

助成金が受けられます

区
で
は
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
、大
麦
火
災
時
の
安
全
な
「
避

難
路
」
や
「
延
焼
遮
断
帯
」
を
整
備
す

る
た
め
、
都
市
防
災
不
燃
化
促
進
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
不
燃
化
促
進
区
域
内

で
事
業
実
施
期
間
中
、
一
定
の
基
準
に

あ
っ
た
不
燃
建
築
物
を
建
て
る
方
に
エ

事
費
の
一
部
を
助
成
し
、
建
物
の
不
燃

化
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
区
域

内
で
建
物
を
建
て
ぶ
p
と
お
考
え
の
方

は
ぜ
ひ
、こ
の
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
矍
築
工
事
着
手
ま
で
に
、

助
成
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
市
防

災
不
燃
化
促
進
事

業
は
、
現
在
上
図

の
1
2地
区
で
実
施

し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
補
助
1
0
0

号
線
地
区
・
梭
土

手
通
り
地
区
・
旧

日
光
街
道
地
区
の
3

地
区
は
、
平
成
7

年
3
月
3
1日
で

事
巣
終
了
と
な
り

ま
す
。
事
業
終
了

日
に
建
物
が
完
成

し
て
い
る
建
築
物

が
助
虞
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
不
燃
化
促
進
区
域
と
は
、
指
定
路
線

の
道
路
の
両
側
か
ら
お
お
む
ね
3
0
S以

内
の
区
域
、
お
よ
び
中
央
本
町
と
梅
島

の
一
部
区
域
で
す
。

問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
ま
ち
づ
く
ひ
課

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

不燃化促進区域図

◎ 平成7 年度固定資産税・都市計画税の第1 期の納期限は5 月31日です(納税通知書発送は5月10日ごろ予定)　<足立都税事務所>
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年

金

4

月

は

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
月
で
す

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
方
は
4

月
1
1日
(
火
)
か
ら
指
定
の
郵
便
局
で

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
4
月
は
老
齢
福
祉
年
金
証
S
を

国
民
年
金
課
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
時

期
で
す
。年
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、

至
急
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局

に
持
っ
て
い
く
も
の
=
年
金
証
一
(

緑

色
の
手
帳
)
/
印
か
ん
(
代
理
人
の
場
合

は
、
代
理
人
の
印
か
ん
)

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

納
付
書
を
送
り
ま
す

平
成
7
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
S
(
前
期
分
)
を
4
月
上
旬
に
お
送

り
し
ま
す
。
1
年
分
を
麥
と
め
て
納
め

る
前
納
割
引
納
付一
と
各
月
別
の
納
付

書
(
4
月
～
9
月
分
)
が
一
緒
に
つ
づ
ら

れ
て
い
ま
す
。
切
り
離
し
た
り
、
破
い

た
り
せ
ず
、
金
融
機
関
や
区
役
所
等
の

窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

期
限
=

▽
1
年
分
前
納・
:
4
月
2
8日

▽
毎
月

納
付
・・・
翌
月
の
末
日

問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

会
社
員
や
公
務
員
の
配
偶
者
の
方

国
民
年
金
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

□
第
3
号
被
保
険
者
届

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
会
社
員
や
公
務
員
の
方
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
配
偶

者
は
、
国
民
年
金
の
第
3
号
被
保
険
者

届
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
保
険
料
は
、

夫
(
妻
)
な
ど
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制

度
で
負
担
し
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
納

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

□
種
別
変
更
届

次
の
場
合
に
は
国
民
年
金
の
種
別
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

つ
ど
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▽
夫
(

妻
)
が
退
職
や
転
職
し
た
と
き

▽
夫
(

妻
)
の
扶
養
で
な
く
な
っ
た
と
き
(
収

入
が
増
え
た
と
き
・
離
婚
し
た
と
き
)
。

ま
だ
届
け
出
を
し
て
い
な
い
方
は
、
も

よ
り
の
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
年
金

課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

4
月
の
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ
つ
と
し
た
疑

問
や
様
々
な
心
配
ご
と
に
、
足
立
社
会

保
険
事
務
所
の
担
当
者
が
答
え
ま
す
。

日
時
=
4
月
5
日
(
水
)
、午
前
1
0時
～

午
後
3
時
3
0分

場
所
‥‥中
央
本
町
庁

舎
2
階
・
国
民
年
金
屎
前

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

国

保

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
・
特
定
疾

病
療
養
受
療
証
を
お
送
り
し
ま
し
た

□
国
民
健
康
保
険
証

4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き
る
新
し
い

保
険
証
を
、
3
月
2
4
日
に
郵
送
し
ま
し

た
。
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
受
診
す
る

と
き
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保
険
証
―
一

般
被
保
険
者
証
…
水
色
/
退
職
被
保
険

者
証
…
漫
い
は
だ
色
(
サ
ー
モ
ン
ピ
ン

ク
)

有
効
期
限
=
平
成
9
年
3
月
3
1

日

間
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資
格
賦

課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

□
内
容
の
確
認
を

住
所
・
氏
名
な
ど
に
誤
り
が
あ
っ
た

場
合
は
、
国
保
課
ま
た
は
区
民
事
務
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
自
分
で
訂
正
や

書
き
込
み
な
ど
を
す
る
と
保
険
証
は
無

効
に
な
り
ま
す
。4
月
に
な
っ
て
も
保

険
証
が
届
か
な
い
と
き
は
、
国
保
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
有
効
期
限

の
切
れ
た
保
険
証
は
、
国
保
課
ま
た
は

区
民
事
務
所
に
お
返
し
く
だ
さ
い
(
郵

送
可
)
。
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資

格
賦
課
係

　
(
3
8
8
0
)
5
-
3
1

□
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
が

お
持
ち
の
「
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
訶

廡
養
受
療
証
J
を
、3
月
2
4日
に
郵
送

し
ま
し
た
。
新
し
い
受
療
証
が
届
い
た

ら
、
こ
れ
ま
で
の
古
い
受
療
証
は
、
国

保
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し
く

だ
さ
い
(
郵
送
可
)
。
問
先
=
中
央
本

町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

「
国
民
健
康
保
険
料
に
関
す
る

申
告
書
」の
提
出
を

平
成
7
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
算

定
基
礎
と
す
る
た
め
「
国
民
健
康
保
険

料
に
関
す
る
申
告
書
」(
簡
易
申
告
書
)

を
送
り
ま
し
た
。6
5歳
以
上
で
、
前
回

こ
の
申
告一
を
提
出
し
て
い
る
世
帯
や

平
成
6
年
度
住
民
税
の
未
申
告
者
が
い

る
世
帯
な
ど
、
該
当
と
思
わ
れ
る
世
帯

に
は
3
月
2
4日
に
郵
送
し
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
か
6
5歳
以
上
で
税
甲
告
が
必
要

な
い
方
(
収
入
・
所
得
が
無
い
方
、
少

な
い
方
、
年
金
収
入
の
み
で
住
民
税
非

課
税
範
囲
内
の
方
な
ど
)
は
、
こ
の
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
S

は
国
保
課
ま
た
は
区
民
事
務
所
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
今
回
確
定
申
告
ま
た
は
住
民
税
の

申
告
を
し
た
方
は
、提
出
は
不
要
で
す
。6
4

歳
以
下
の
方
は
、
収
入
・
所
得
が
少

な
い
場
合
も
区
役
所
課
税
課
で
住
民
税

の
申
告
を
至
急
し
て
く
だ
さ
い
。

※

い
ず
れ
の
申
告
も
、
保
険
料
算
定
・
保

険
料
均
等
割
額
の
軽
減
・
高
額
療
養
費

支
給
・
入
院
時
食
事
代
の
減
額
な
ど
の

判
定
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
毎
年
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
=
4

月
2
5日

問
先
a
中
央
本
町
庁
舎

・
資
格
賦
課
係

(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

4
月
1
日
か
ら
国
保
指
定

保
養
施
設
事
業
が
始
ま
り
ま
す

国
保
加
入
者
の
方
が
、
東
京
近
県
の

国
保
で
指
定
し
た
旅
館
な
ど
を
利
用
す

る
際
に
、利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
(
大

人
3
千
円
、
子
供
千
5
0
0円)
す
る
新
し

い
事
業
を
行
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
4

月
以
降
発
行
の
「
あ
だ
ち
広
報
」「
国
保

だ
よ
P

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
健
康
保
険

課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
2

2
0歳
の
記
念
に

「新
成
人
投
票
済
証
」を

発
行
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、4
月
に
行

わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
で
初
め
て
投
票

す
る
新
成
人
の
方
に
、
名
刺
サ
イ
ズ
の

「
新
成
人
投
票
済
証
」を
発
行
し
ま
す
。2
0

歳
の
朷
選
挙
の
記
念
に
ぜ
ひ
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
対
象
―
昨
年
ま
た

は
今
年
に
成
人
式
を
迎
え
た
有
権
者
の

方

投
票
済
証
を
発
行
す
る
選
挙
=
東

京
都
知
事
選
樊
4

月
9
日
ン

足
立
区

讌
会
議
員
選
挙
(
4
月
2
3日
)

発
行
方

法
=
投
票
終
了
後
に
お
渡
し
し
ま
す
。

ま
た
、
不
在
者
投
票
所
で
も
発
行
し
ま

す

問
先
―
選
挙
管
理
委
貝
会
事
務
局

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

阪 神・淡 路 大 震 災
への義援 金
ありがとうござい ます
総額1 億4 千160 万円( 3 月15日現在)

3
月
3
日
現
在
、
足
立
区
役
所

窓
口
に
L
億
4
千
川
万
円
に
の
ぼ

る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

(日
赤
足
立
地
区
扱
5
千
4
0
0万

円
、
足
立
区
町
会
連
合
会
扱
6
千
2
9
0

万
円
、
区
役
所
総
務
課
扱
2
千
4
7
0

万
円
)
。
こ
れ
ら
の
義
援
金
は
、

随
時
、
日
本
赤
十
字
社
本
社
な
ら

び
に
兵
家
県
東
京
事
務
所
を
通
じ

て
被
災
地
に
届
け
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
引
き

続
き
。4
月
1
7日
ま
で
義
援
金
を

お
預
か
り
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
嚢
援
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は

中
央
本
町
庁
舎
・
地
域
振
興
課

　
(
3
8
8
0
)
5
1
7
3

千
住
本
庁
舎
・
総
務
課

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

総
合
治
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
'
9
5

日
時
等
=
5
月
1
3日
(
占
、
午
前
1
0

時
3
0分
…
講
演
「
江
戸
東
京
の
発
展

と
川
の
か
か
わ
り
」桂
三
木
助
氏
(
落

語
家
)
・
江
戸
東
京
博
物
館
見
学

午
後
1
時
・
:水
上
バ
ス
に
よ
る
見
学

(隅
田
川
ス
ー
パ
ー
堤
防
～
レ
イ
ン

ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
～
葛
西
臨
海
沖
)

対
象
=
親
子
(
小
学
生
対
象
)
図
組
(
3
0
0

人
)
抽
選

申
込
=
往
復
(
ガ
キ

に
住
所
、
親
子
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記

期
限
=
4
月
2
0日
消

印
有
効

申
込
先
=
都
・
河
川
部
総

合
治
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

〒
1
6
3
1
0
1

西
新
宿
2
1
8
-
I

(
5
3
2
0
)
5
4
1
4

問
先
=
区
・
土
木
部
計
固
調
整
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

統
計
係
移
転
の
お
知
ら
せ

区
民
課
統
計
係
は
、「
国
勢
調
査
」

実
施
の
た
め
4
月
3
日
か
ら
次
の
場

所
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

▽
〒
1
2
0東綾
瀬
―
-
5
-
1
7
(
東
綾

瀬
区
民
事
務
所
の
隣
で
す
)

(
3
6
0
5
)
6
3
9
1

F
A
X
(
3
6
0
5
)
3
9
6
7

都市計画道路
補助第295号線全線開通

補
助
第
誦
号
線
舎
人
五
丁
目
地
区
の

通
路
造
成
工
事
完
了
に
伴
い

、冫
月
3
1日

(
火
)

か
ら
入
谷
九
丁
目
(
入
谷
大
橋
)

～
舎
人
五
丁
目
(
尾
久
唏
通
り
)
の
全
線

が
閧
通
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
街
路
事
業
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
3
8

掲
示
板

□
「
定
時
制
高
校
」
生
徒
募
集

▽
1
年
生
受
付
…
4
月
3
・
4
日

試
験
…
4
月
5
日
▽
2
・
3
・
4
年

足
立
・
荒
川
商
業
高
校
は
1
年
生
と
同

じ
日
/
江
北
高
校
は
受
付
…
4
月
3

・
4
日
試
験
…
4
月
6
日
問
先
=

江
北
高
校

　
(
3
8
8
0
)
3
4
1
1

足
立
高
校

　
(
3
8
8
9
)
2
2
0
5

荒
川
商
業
高
校

(
3
9
1
2
)
9
2
5
1

□
「
表
示
登
記
の
日

」無
料
相
談

日
時
1
4
月
9
日
(
日
)
、午
前
1
0時
～

午
後
4
時

場
所
―
西
新
井
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
相
談
コ
ー
ナ
ー

《
東
京
土
地
瓦
疆
調
脊
干
簽
足
立
支
部
》

□
短
期
講
習
「
パ
ソ
コ
ン
(
初
級
)
」
科

受
講
者
募
集

日
時
1
5
月
2
5・
2
6日
…
午
後
8
時
～
9

時
1
0分
2
7
・
2
8日
…
午
前
9
時
～

午
後
4
時
1
5分

内
容
9
初
め
て
パ
ソ

コ
ン
を
習
寿
し
よ
う
と
す
る
在
職
者

定
員
=
1
5人

受
付
=
4
月
1
8日
、
午

後
6
時
ま
で
に
直
接
来
校
(
先
唇
順
/

定
貝
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
)

費
用
1
5

千
襄
円

塲
・
申
・
問
先
=
都
立

足
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校
・
能
力
開

発
係

　
(
3
6
0
5
)
6
1
4
8

□
都
立
本
所
工
業
高
等
学
校
・
定
時
制

生
徒
募
集

学
科
=
機
械
・
電
気
・
電
子
科

対
象
=

中
卒
者
・
社
会
人
(
特
別
編
入
)

受

付
=
4
月
1
日
～
3
0日

申
・
問
先
=

都
立
本
所
工
業
高
等
学
校
・
定
時
制
募

集
対
策
係

　
(
3
6
0
7
)
4
5
0
0

◎ 固 定 資産税課税台帳 の縦覧期間は4 月3 日 ～24 日 です。<足立都税事務所>
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郷 土 博 物 館 収 蔵 品 展

おもしろ絵詞

地 口 行 灯

千
住
四
丁
目
の
古
田
絵
馬
巖
さ
ん
で

作
ら
れ
た
地
口
瞼
を
中
心
に
、
地
口
絵

の
楽
し
さ
を
紹
介
し
ま
す
。

「
地
口
行
灯
」
は
、
-
酒
菷
や
蠶
6

わ
せ
な
X
)の
墓

唇

亂
r
a

と
と
も
に
鰈
い
た
行
灯
で
す
。
祭
礼
の

と
き
に
、
神
社
の
参
道
や
鳥
居
な
ど
に

飾
ら
れ
る
も
の
で
す
。

描
か
れ
て
い
る
題
材
か
ら
は
、
時
代

時
代
の
人
々
の
知
漂

皿
味
が
冫
か
が

わ
れ
家
T
。
ま
た
、川
柳
に
も
通
じ
る

風
刺
的
な
要
素
も
含
ま
れ
、
庶
民
文
化

の
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
=
前
期
3
月
2
5日
～
4
月
2
3日
、

後
期
4
月
2
5日
I
5
月
2
8日
(
毎
週
月

皿
日
休
館
)

※
前
期
・
後
期
で
作
品

を
入
れ
番
え
ま
す
S

用
I
大
人
議

円
、
小
・
中
学
生
1
0
0円(
2
0人
以
上
の

団
体
は
半
額
)

場
・
問
先
=
郷
土
博

物
館

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

糸のくりみて高うりなおせ
↓

人の振り見て我が振り 直せ

あ
い
ネ
ッ
卜
2
1

パ
ソ
コ
ン
通
信
用
ソ
フ
ト
を

無
料
貸
し
出
し
中

区
民
保
養
所
や
野
球
場
・
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
予
加
汳

ど
が
で
き
る
キ
ャ
プ
テ

ン
シ
ス
テ
ム
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1
」
。今
回

、

新
た
に
リ
サ
イ
ク
ル

膺
報
も
加
わ
り
、

さ
ら
に
便
利
に
な
り
默
し
た

。
ぜ
ひ
こ

の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
I

パ
ソ
コ
ン
通
信
を
区
内
で
行
っ
て
い

る
個
人
ま
か
ほ
事
業
所

※
一
郎
ご
利

用
で
奠

い
機
種
も
あ
り
ま
す

区
民
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

区
で
制
作
し
て
い
る
ビ
デ
オ
広
報

に
。
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
出
眞
し
て
く

だ
さ
る
明
る
く
■
m
な
方
を
募
集
し
て

い
奪
"
。

対
一
-
1
8
纎
以
上
で
区
内

在
住
・
在
動
の
方

申
込
↓
履
歴
S
に

顔
写
真
を
添
付
の
う
え
郵
送
、
ま
た
は

直
接
窓
口
へ

※
謝
礼
や
採
用
方
法
な

ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課
映

像
担
当

　
(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と 人口( 7 年3 月1 日現 在)

世 帯　259, 869
人 口　639, 624 人

男　　324, 683 人
女　　314, 941 人

青年センターの催し

子育て仲間集まれ
青年1Zンターでは、親子で遊ぶ

グループが楽し い活動を梢けてい
ます。 新しい仲間を募集してい ま
すので、ぜひ親子でご参加くださ
い。 グ ループ 名・活助日= 　パ
ンダ …火曜日( 月2 回) 　スイー
トピ ー…金曜日( 月2 回) ※ くわ
しく は、お問い 合わせください。

案内書をお送りし ます 場・関先=
臂年センター 　3890 ―0061

平成7 年度東京都青少年

洋上 セ ミナ ー団 員募 集

舅ミ永都が実施する青少年洋上セ
ミナーに 、区内在住の高校年を推
罵し ます。多くの出会いを求めて、16
日間の船旅にチ ャレンジし てみ

ませんか。 日程- 7 月21日～8
月5 日 防問国= 中華人民共和国
対象= 足 立区に1 年以上在住の高
校牛で、地核でボランテ ィア活励
や青少年活動等を積極的に行って
いて、今後も総a し て活励を続け
られる方( 退去に他の公的な爵外
派遣事業に参加し た方は、心牙で
きません〉 推薦=3 人 個人負
担命- 3 ノフ「円 申込期間- 4 月10
日 ～21日 申・問先一臂早センタ
ー 　・3890一0061

老 人 会 館 の 催 し
□ 水彩画教室

日時- 4 月～平成8 年3 月の第1
・3 水曜日( 毎月2 回、 全24回) 、
午後1 時 ～2 時30分 内容= 水彩
画を初歩から 晉います 定員=30
人( 抽選) 費用= 無料

□ 書道教室

日時=4 月～9 月の第2 ・4 火曙
日( 毎月2 回、全12回) 、午後1 時
～2 時30分 内容= 書道を基礎か
ら学ぴます 定員=30 人( 抽選)
費用= 無料

□ いけ花教室

日時=4 月～9 月の第2 ・4 フ1(。

日( 毎月2 回、全12回) 、午前1( l緲～
正午 内容= いけ花( 柳古流) を基
本から学びます 定員- 30 人( 抽
選) 費用一材料 費のみ 部負担

――いずれも――
対象=60 歳以上の区内在住の方
申 込= 直接窓 口または電話 申込
期限=3 月31日 塲・申・問先一
老人会館 　3859- 9732

女 性 の つ ど い

「あだちの女性大臣、未来をかたる」&コンサート

女性ゐSI Jめて参- j 魯を行使した
唱和21年4 月10日の箍黹挙を記念
して、4月10日からの1 週圃を「揚
人週間亅 とし ました。この 鰐聞、

各地で女性圜賜の礬浹と女性の地
倥の向上を 目指した活● が行われ
ます。足立区では、「女性のつどい」
を臈催し ます。女性、Z。4&凅、参政
権、社会 参膕について考えてみま
せんカ丶 日時- 4 月15 日( 士) 、

午後1 時30分 対象 一区I XI在住・t l -

● 、・在学 の方 嗄|性 の方の参加

をお待ちしています} 内c ―　
第1 部・・・「あだちの女I性人臣、未

来をかたる亅 一参政権蹇得から50
年 あだちの女性内閣とR 屋が考
えた政策を発表 　第2 部…コン
サ ート 「コーラスとマンドリン」/
「あだちの女性写真展」※ 写真

展は4 月15日 ～21日 定員=250
人( 先着順) 費用= 無料 申込
一電話・直接窓口・ハガ キ( 住所
・氏名・電話番号を明記) のいず
れか ※ 2 鎭から学齢前のお子さ
んの保育を希望する方は、事前に
ご連絡ください 場・申 ・問先=
女性総 合センタ ー 〒123 楠田7
―33―1 　3880 ―5222

第39回区民芸能大会
参 加 者 募 集

日時- 5 月20日( 土) 、午前10時 ～
午後5 時( 予定) 場所=- エル・ソ
フィア 対象一観光112会会員( 家
族) または扁立R 匣( 前回大会優
秀賞 ・優良賞者を除く) ※ 個人
を原則とし、団体の場合は10人以
内。1 人1 種目に限ります 種目
・組数- 　歌の部( 歌謡曲・民隅)
… 60組 　踊り の部… 3n戡 費用

一参加者1 人あたり 会員( 家族) 500
円、会員以外1, 0001円 申 込=

申込書に切手80円 を添え事務局へ
直莖訪參、または郵送 受付- 3
月27日～4 月7 日必i着 ※ くわし
くは、観光t 会事務局または各区
民事務所にある申込書、要綱をご
覧ください 申・問先= 観光協会
事務局 〒120中 央本町1 ―17―1(
中央本町 庁舎・産雛堋i興課内)

　3880―5191

足 立 ジ ュ ニ ア 吹 奏 楽 団

小学4 ～6
年生 の団艮が、

ダイ ナミックで
繊細な演 奏をお聴かせし ます。
日時=4 月2 日( 日) 、午後2 時 開
演 場所一西新井文化ホール(ギ ャ
ラクシティ) 費用= 無料 曲目-

シマロントレ イル、とな りのトト
ロメドレ ー、コラール組 曲ほか
特別出潰= 足 立吹奏楽団 申込-
当日直接会場へ

□ 団員募集

足立ジュニア吹奏楽団の平成7
年度の新入団員を耳樊します。
対象= り年4 月に新しく小学4 年
生になる児童( 梟15年生の募集は
終了し ました) 定勇= 若干 名
申込= 直接文化振興係の窓口また
は電話 期限=4 月12日
――いずれも――
問先 丁£1二本庁合・文化振興佩
3882―1111㈹

第9 回足立区観光写真コンクール

審査結果と入選
作 品の展 示
今回は、前回を上回る206点の応

募があり ました。番査の結果、沢
の方々が入選しました( 敬称略) 。

　推薦( 区長賞) = 渋谷成夫( 千
住四丁目) 　特選( 観光協会会長
賞) 一肩町 嘉( 綾 岨ノ、丁目) ・
栗原槫虞( 千住河原町) 　準特選=
今井七郎( =F 住柳町) ・広瀬太

一( =F 住仲町) ・阪田真理子( 越
谷市登戸町) ・飯田 芳正( 花畑五
丁目) 　入選一石井 宏美( 千住一
丁目) ほか9 人 　佳作= 栗原郁
(西新井三丁目) ほか14人 入選
作品を次のとおり展示いたし ます

ので、ぜひご覧ください。 期間=4
月12日～20日 場所= 中央本

町庁舎1 階ロビ ー 問先一観光協
会 　3880―5191

推薦作品　雪降る西新井大師

消費生活問題調査研究

グ ループ募集
消費生活における身近な疑問や

商品について、調査や研究をする
グループを募集します。 刈象=
区内在住・在動 の5 人以卜のグ ル
ープ 期間=1 年 内容= グルー

プごとに活動し、年2 回、活動結
果を報告。 報告は 冊了に まとめま
す 謝礼一年間3 万円 募集数- 13
グループ( 先着順) 募集期間- 4
月3 日～14日 申・問先= 消

費者センタ ー　3880 ―5385

◎「 あ だ ち 広 報 」は 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す N. S. K. 　240, 000


